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3 コア ・ マテリアリティの解決に向けた取組み

イノベーションの推進

Proactive Governance and Engagement

第一生命グループの 
グローバルイノベーション
-Reimagine Insurance-
IT ・ デジタル戦略を通じて、国内外グループ会社を横
断した今までにない新たなシナジーを生みだし、グループ
の企業価値向上に貢献していきます。 その一環として、
IT ・ デジタルを活用したサステナビリティの推進にも取り
組んでいます。

　当社グループでは、イノベーションを通じて、保険の仕組み、ご提供方法などを根本から再構築するような斬新なビジネスモデルを作っていく「保
険事業のReimagine（再構築）」を目指し、さまざまなイノベーション取組みを行っています。
　それらの取組みの中で、カーボンニュートラルへの取組みにも力を入れており、Microsoftなどのテクノロジー企業との連携の強化を通じて、環
境に配慮した設備を有するデータセンターの活用、再生可能エネルギーへの移行、紙 ・ 資源の利用量の削減を推進しています。
　また、グループ社員の革新的なビジネスアイデアの実現を支援する取組みである、第一生命イノベーションファンド（DLIF）では、グループ各
社から応募のあったアイデアのPoC（実証実験）に対して支援を行っており、過去3年間で、 「Financial Well-being for All」 「Healthy 
People and Society」に資するアイデアを数多く支援しています。

＜アイデアの例＞
• 子供世代を対象としたファイナンシャル ・ ウェルネス ・ プラットフォームを開発し、金融教育の強化によって早い段階での貯蓄習慣を促し、若

者の金融リテラシーの向上を目指すアイデア（Financial Well-being for All）
• パーソナライズ化された健康増進プログラム上で孫 ・ 子世代とのコミュニケ―ションを促す仕組みにより、より効果的に行動変容を促しwell-

beingの向上を目指すアイデア（Healthy People and Society）
• AIを活用した職業マッチングやスキル取得などの継続的なサポートにより、インドの農村地域における女性の就業機会の支援を目指すアイデア
（Healthy People and Society）

　今後も、新たなデジタル技術やビジネスモデルの導入を通じて、業務効率化や資源の効率的な利用を実現し、グループの持続的な成長に
貢献していきます。

イノベーションを通じたサステナビリティの推進

 当社グループのIT ・ デジタル戦略については、統合報告書2024（P.95-98）をご参照ください

Financial Well-being for All
（すべての世代を支える金融サービスの提供）

InnovationHealthy People and Society
（一人ひとりのWell-beingと健全な社会への貢献）

Green Leadership
（気候変動を中心とした環境課題への戦略的対応）

https://www.dai-ichi-life-hd.com/investor/library/annual_report/2024/pdf/index_001.pdf#page=49
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3 コア ・ マテリアリティの解決に向けた取組み

イノベーションの推進

第一生命 
イノベーションファンド 
（DLIF）

イノベーションを通じた保険業の変革を目指し、第
一生命イノベーションファンド（DLIF）を2021年
度より運営しています。 本件は国内外のグループ
各社を対象に、中長期的なグループの新規組織
能力獲得に資する革新的なビジネスアイデアの実
証実験を支援しています。
この取組みを通じて、「グループシナジーの実現（中
長期的なイノベーション能力の構築 ・ 複数の市場
に適用可能なソリューションの探求と導入）」 と 「短
期的には成果が見えにくい重要な研究開発の推
進」を目指しています。

Proactive Governance and Engagement

　DLIFは、初期段階のアイデアを支援するプレシード ・ ファンド（2023年度新設）と、マーケットニーズが明確なアイデアのよ
り早い開発と拡大を支援する「シード ・ ファンド」で構成しています。 2023 年度は計29点の応募がありました。
　2024年度より、選考基準に地球環境（気候変動）、地域 ・ 社会の持続可能性に向けた課題解決、もしくはこれらの領
域への事業展開を目的とするという要件を新たに加え、サステナビリティに関する取組みを推進しています。

プレシード ・ ファンド シード ・ ファンド
目的 Test & learn（試して学ぶ ・ 次に活かす） マーケット適合性のテスト

応募アイデア数 27 45（2023年度：2）
支援済アイデア数 17 15（2023年度：2）

市場テスト ・ 稼働数 ー 7
（注）2023年度末時点の実績値

運営方針

•グループ最適を念頭に置いた中長期視点と顧客視点
•Test＆Learnのマインドセットで果敢なチャレンジを奨励
•上記に資するPoCやパイロットの支援

仕組み

プレシード ・
ファンド

シード ・
ファンド&

選考基準

•グループないし当該市場における新規性
•新しい市場、セグメント、業界に焦点を当てている
•グループへの価値創出
•グループへの有用な示唆ないし複数市場をまたぐ協業
•グループ／デジタル戦略との整合性


